

















































単一型、C 不可知型、D 一点交通型、という 4 つの類型化を、以下のように




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































9 加藤弘之「人権新説」（『日本の名著 34』中央公論社、1972 年、422 頁）
10 渡瀬常吉『海老名弾正先生』（竜吟社、1938 年、92 頁）。明治に入って入
















何に在るのみ（福沢 13-575）。」 これは明治 25 年 11 月に慶應義塾大学で開
催された講演会の一節であり、この講演を聴いた植村正久は、「福沢先生
の諸行無常」という一文を著し、「これ福沢先生の福音なり」としている。


































19  家永三郎「福沢諭吉の人と思想」（『現代日本思想大系第 2』筑摩書房、
1963 年）、44 ～ 45 頁。










24 「実際に役立つ utility を持つ学問、実用的 pragmatic な学問、現実的 actu-
桐蔭法学 25 巻 2 号（2019 年）
160
al, real な学問、あるいは実践的 practical な学問、また場合によって実証
的な positive な学問というような、さまざまなニュアンスをもつ内容が含
意されている。総じてこれらは虚学に対するものであり、実学の実は虚に
対する実 real true なのである。」（源了圓『実学思想の系譜』講談社学術
文庫、1986 年、212 頁）















































































たドイツ法の講義に遡る。週 2 コマの講義のうち 1 つは朝 1 限の講義であ
った。秋深まる清冽な空気の 26 番教室と、知的刺戟に満ちた講義を淡々
と続けるお姿が今も蘇る。それから 20 年を経て、村上先生のご紹介で、
ドイツ、チュービンゲン大学で 1 年弱、学ぶことができた。その時、短期
で同地を訪れた先生と、教会そばの川鱒料理レストランでご一緒させて頂
き、ドイツの社会や文化について、沢山の話をうかがい、楽しい時間を共
有するという僥倖を得た。そこから再び 20 年ほどが経過した。様々にご
配慮頂いたことに報いることもなく今日を迎え、ただ悔いるばかりである
が、拙い論考を霊前に捧げたい。
（ます・のぶお　桐蔭横浜大学法学部教授）
